
＜指標＞

単位 R1 Ｒ2 Ｒ3 R4 Ｒ6

目標 470 470 470 470

実績 473 331 436

達成率 ％ 70.4% 92.8%

目標 7 7 7 7

実績 7 7 7

達成率 ％ 100.0% 100.0%

目標 100 100 100 100

実績 98 0 15

達成率 ％ 0.0% 15.0%

目標 64 64 64 64

実績 69 64 64

達成率 ％ 100.0% 100.0%

＜市民意識調査結果＞

＜次年度以降の課題＞

2.41 2.04

令和３度実施のアンケート結果では、「必要度」「満足度」
ともに低く、「検討領域」に位置しており、施策や事業の
内容について再考の余地があります。

市民意識調査
結果分析

令和３度実施のアンケート結果では、「必要度」「満足度」
ともに低く、「検討領域」に位置しており、芸術文化に対
する意識の高揚のため啓発について検討する必要があ
ります。
伝統文化に対する関心や興味が薄れている背景に、民
俗芸能伝承団体の後継者不足による公開の機会の減
少、地域コミュニティの維持が困難になったことによる
地域の神社での祭礼の規模が小さくなっていることが
あげられます。

令和4年度以降
の課題

・市民会館を芸術文化の拠点施設として活用しやすい利用時間の設定や文化活動における人材育成の支援について
見直しや検討をしていく必要があります。
・歴史資料館については、魅力ある企画展示に取り組み、来館者の増加を図るとともに調べ学習などの機能も視野
に入れた仕組みづくりの検討が必要です。
・山内流游泳所は、児童数が減少する中ではありますが体験学習等を行い、「日本泳法 山内流」の継承を引き続き推
進していくことが必要です。

指標の分析

・市民会館では、新型コロナウィルス感染症拡大防止対策による行事等の開催制限で中止となったものがあり、利用件数が減少
しました。
・コロナ禍の中ではありましたが、観光交流プラザで感染拡大予防対策を行い、市所蔵美術品の進来哲平展を実施しました。
・令和３年度の山内流遊泳所は、コロナ禍の為、指導者育成を目的に１５人に縮小し開催しました。

市民意識調査
結果

（R3調査）

領域名 必要度 満足度

検討領域

文化活動団体の数
文化連盟及び吉四六の里文
化推進協議会への加入団体
数

団体
64

山内流入所者の数
夏休み中に開催される山内
流游泳所への入所者数

人
100

伝統芸能の数
伝統芸能の数の維持(県・市
指定無形民俗文化財)

団体
7

市民会館全体の利用申請件数 市民会館利用者延べ件数
件

470

新規
指標 指標名 説明・算式・引用

実績の推移

R5

まちづくり
の方針

磨き輝き続ける市民がつながり、臼杵っこが育つまち（学び）

５年後の
めざす姿

・臼杵市の文化や芸術・伝統芸能を伝承し振興させることにより、郷土への愛着を醸成する環境づくりを行います。
・地域や学校で文化活動や伝統芸能の伝承活動に参加できる機会を創設します。
・多くの市民が、文化活動に積極的に参加できるよう、文化団体の育成や支援を行います。
・無形文化財である山内流や各地区の祭り・神楽・獅子舞などの継承に向けた支援を行います。

施策の内容

・伝統芸能含む無形文化財の保存と伝承を推進します。
・臼杵の歴史・文化を広く民へ継承するため臼杵市歴史資料館や文化財管理センターを活用します。
・文化活動拠点としての市民会館の利用を促進します。
・文化・芸術活動を行う団体や市民の育成や支援を行います。
・歴史文化を通した市町村間の連携し、情報発信と地域の活性化を図ります。

臼杵市 施策評価シート
評価

担当者

課名 氏名 内線

文化・文化財課 後藤　昌二郎 3120
（令和3年度）

コード Ⅴ-15-32 施策名 市民の文化・芸術活動の活性化及び伝承

施策の方針 文化を守り伝承する

＜施策を構成する主な事務事業一覧表＞

R2年度
実績

R3年度
実績

令和４年
度年度
見込み

1
文化・
文化財
課

○ 15,261 24,271 18,425 重点継続 ○

2
文化・
文化財
課

○ 208,639 45,222 296,131 継続 ○

3
文化・
文化財
課

○ 17,051 16,626 18,839 重点継続 ○

4
社会教
育課

○ 中止 15 70 重点継続

5

6

7

8

9

10

240,951 86,134 333,465 

＜施策の今後の展開　～担当課長評価＞

＜施策の今後の展開　～内部評価（内部検討会）＞ ※以降の評価は、令和３年度～令和５年度の３カ年に分けて実施予定。

<臼杵市行財政活性化推進委員会による外部評価：最終>

<臼杵市行財政活性化推進委員会を受けての市の取組>

-

実施年度 内部評価

令和５年度
予定

-

外部評価 評価のコメント

合計

進捗状況 ・市民会館は、芸術文化の拠点施設として会館運営や施設維持管理について検討する必要があります。
・歴史資料館については、歴史資料の解り易く興味を持てるような展示方法の検討や入館者数の確保のために
他課との情報共有や連携及び積極的な情報発信に取り組むことが必要です。
・山内流については、今後も引き続き学校と連携し市内の子どもたちに興味・関心を持たせ指導者の育成、拡
大を図っていきます。

課長評価

やや遅延
目標を達するた
め、現状維持とす
る

山内流游泳所事業
夏季に游泳所を開設し主に小学生を
対象にした泳法の指導を行います

市民会館管理事業
警備や音響設備等の委託業務の実
施と改修工事等による施設の維持
管理を行います

臼杵市歴史資料館運
営事業

市所蔵の古文書・絵図など歴史資料
の展示公開及び活用に取り組みます

課長
評価

公
共
５
ヵ
年

他の
関連施策
コード

市民会館運営事業
自主文化事業の充実及び貸館事業
の積極的な実施を行います

事務事業名 事業内容

担当課
※実施
した課
を記入

課の
重点

※運営計
画記載

事業費（単位：千円）

1.70

1.85

2.00

2.15

2.30

2.20 2.35 2.50 2.65 2.80 2.95

向上領域

強化領域検討領域

見直し領域

満足度

必要度

2.05

2.59


